
１）出穂期前後の水管理 ～稲が必ず水を必要とする期間です！～

・稲が玄米を作る期間です。水を切らさないようにしましょう。
・乳白米などの高温障害が発生しやすい時期でもあります。
気温の高い日は、かけ流し灌水により稲を冷やしましょう。

・台風やフェーン現象が発生した時には前もって湛水し、脱水に
よる穂の枯れ上がりを防ぎましょう。

２）病害虫防除 ～収量・品質を落とす原因を確実に防ぎましょう！～

（２）稲こうじ病（玄米汚損の原因）防除
①紋枯病と同様、前年発生した圃場で多発します。
②防除時期・薬剤
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🏲ポイント ※散布前に農薬ラベルの注意事項を確認しましょう。
（１）仕上げ防除

①いもち病（穂いもち）・ウンカ類の防除適期は、穂ばらみ期～穂揃い期です。
②防除時期・薬剤

Ｚボルドー粉剤ＤＬ ３～４ｋｇ －
ドイツボルドーＡ 2000倍 60～150L

出穂２０～１０日前 出穂10日前まで －

防除時期 薬剤名

散布時の注意 使用上の注意

使用量/10ａ
・希釈倍率

散布量/10ａ 使用時期 回数

※防除適期が非常に短いので、前もって防除する日を決めておきましょう！

（３）畦畔の草刈によるカメムシ防除
出穂の２週間前頃に行い、カメムシの居場所をなくしましょう。
注意☞出穂前後では、逆に圃場内に追い込むため注意しましょう！

注意☞病害虫の注意報が出た場合は、予防のため湛水し粒剤を散布しましょう。

お問い合わせ先：大分県中部振興局 集落営農・農地活用班 電話０９７－５０６－５７９１

使用量/10ａ
・希釈倍率

散布量/10ａ 使用時期 回数

ビームエイトスタークル
ゾル
３回
以内

（新剤）ブレードスタークルゾル

ダブルカットスタークル
フロアブル 60～200L 穂揃い期まで

ビームスタークル粉剤５DL
３回
以内

（新剤）ブレードスタークル粉剤ＤＬ

ダブルカットスタークル
粉剤DL 穂揃い期まで

２回
以内

薬剤名

散布時の注意
剤型

液剤

粉剤

1000倍

60～150L

３～４ｋｇ －

使用上の注意

収穫７日前まで

２回
以内

収穫７日前まで


